
グラスルーツからの日米関係強化に関する 

政府タスクフォース（各地各様のアプローチ） 

第４回フォローアップ会合 議事要旨 

 

１． 開催日時 ： 令和３年７月３０日（金）１３時００分～１３時３０分 

２． 開催場所 ： 官邸２階小ホール 

３． 概要 

 

（１）本会合では、外務省から、２０１７年の本タスクフォース立上げ以降の

トランプ前政権下における取組の総括、バイデン政権の重点政策に沿った新た

なアプローチについて報告が行われた他、各々の省庁・機関が実施した令和２

年度の具体的な取組の報告、今年度の取組の方向性についても議論が行われま

した。 

 

（２）最後に、坂井学内閣官房副長官は、総括として概要以下のとおり述べま

した。 

ア バイデン政権下でも、米国の各地方・コミュニティへのグラスルーツの取

組を継続し、日米間の強い絆を更に深めるための不断の努力をしていく必要

がある。 

イ 新型コロナ感染症は、日米間の交流にも大きな影響を与えてきたが、様々

な形で米国社会とともにコロナ対策に取り組む日本企業は、米国の「良き企

業市民」としてグラスルーツの日米関係強化に大きく貢献している。こうし

た動きを後押しするとともに、新型コロナ感染症が収束した後の日米交流の

再活性化に向けて、しっかりと準備をする必要がある。 

ウ 本タスクフォースが２０１７年に取りまとめた行動計画を引き継ぎつつ、

バイデン大統領の重点政策に沿った新たなアプローチを取り入れた「行動計

画２．０」（別添）を踏まえ、各省庁・機関は、しっかりとした予算と体制を

確保し、相乗効果を生む形で連携し、引き続き政府横断的にグラスルーツで

の日米関係強化に取り組むことが重要である。 


